
----------- 第１部 講演の部 ------------

指標生物で環境保全型農業等の効果を計るメリット
上野高敏（九州大学農学部准教授）

期待される具体的な研究成果の活用事例
・ 環境保全型農業の取り組みの効果を指標生物で確認する

田中幸一（農業環境技術研究所）

・ IPMなど環境保全型農業の取り組み効果を指標生物で確認する
－より効果的な病害虫防除を行うために－ 井原史雄（果樹研究所）

・ 指標生物種を保全・活用した、より効果的な環境保全型農業の実施
金子修治（静岡県農林技術研究所果樹研究センター）

・ 農業に有用な生物を活用した新たな農業への期待
大野和朗（宮崎大学）

--------- 第２部 ポスター発表の部 --------

プロジェクト研究の成果をポスター展示、意見交換

＜参加登録＞
https://form.affrc.go.jp/niaes/biodiv2010.html

＜問い合わせ先＞
（独）農業環境技術研究所 生物多様性研究領域 安田耕司
〒305-8604 茨城県つくば市観音台3-1-3
TEL 029-838-8251 E-mail,biodiv2010@niaes.affrc.go.jp

主催：農林水産省農林水産技術会議事務局
（独）農業環境技術研究所
（独）農業生物資源研究所

入場無料

日 時：２０１０年９月３日（金）１３：３０～１７：００

開催場所：ベルサール飯田橋ファースト、イベントホール
東京都文京区後楽2-6-1   住友不動産飯田橋ファーストタワーB1

プロジェクト「農業に有用な生物多様性の指標及び評価手法の開発」

第３回シンポジウム
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